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一症例を通しての検討
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1.はじめに

気管内挿管は、手術を受ける，害、者の体験する可1で、も

コとも耐え難いものである。これまでの経験よリ、 BiPTP

Visi∞等を用いた非侵襲的換気補助を有効に行うために

は、 BiPAP マスク装着荷~crn5I.B，月や装着時の開柏令援助が、

重要ポイントとなる。

今回我々は、 BiPAPVisi∞の効果が得られた痕例に対

し、思者不安の総成1こ主寸よる援助が適切であったかを半前申

面にポイン卜をおl'て訊面・機守した。

2.患者紹介

F氏75歳(女間，身長1450n体重38K'J，

夫(77歳)と二人暮らし息子二人は独立。

事業卦札坦未:洋裁，性格:温和

3.既往歴

1989. 11 JlII旬のため胸郡形成術

1993. 5大腸ガンで手術高血田制内服中

4. 車る盈

診断名:急J位弐動鵬箱世

1999. 4. 13上行大動脈k工血管置衡中j(緊急手術)

{不法1日目、呼吸状態開始ため被管。咳敬反糊号く

自己略疾出困難認めた。 Pa!∞25fm叶匂蓄穆意思め、肺理学
療法脳子し |ω 退室。しかし、その後も Pal叫蓄積、全

則規安悪化のため帰管、|印入退室を繰り返した。術後16

日目、日干E加古剛氏下により、日和及状の態悪化を繰り返すも

のと考えられ、 BiPAPVisionにより非挿管にて定期的に

n和及4様功を行う事に決定した。

5.看護の実際

BiPAP使用及川祇雲学療，去を行うにあたり、スタッフの

ケアの続ー及びllm韓をはカ、るため麗溺旨示をした。

使用前は、患者の了解剖期開色。患者の言動や装着時の

反応、看i重者に対する対応について記載した。

初めの頃は、 Pa印2の貯留による日刊及医虞館が持続陽

圧Df!!及による閉審~と結びつき、「きっしり「苦ししりと訴

えた。次第に語i局が強いものに変わコてl'った。また、時

には肩E判及が出現し、頻呼吸となり患者にとって、 s;PAP

Visi∞を使用している10分間は長いものになっていった。

そのため、 BiPAPVisi∞装着を昼間に集中、食事.91.喧・

ケア等の時間を考慮した。また、血液ガスデー夕刊星野灸が

スムーズにできる様になってきている事など、呼吸状態に

ついて言伊丹していった。その結果、患者よリ苦痛・不安な

ど訴えられるようになった。また、補抑羽及よリE劃民を優

先することにより、f訴粉旬な安定につながったようである。

2・3日車五直した頃より患者から「右をよにした方が

疾が良久でます。Jn吸うよりも息を吐く方に気をつけてと、
言われました。J等、注意煮を自分から訴えられたリ、治

療に対する質問もみられ、肺婁学事去に対する積樹生加見

われてきた。また、食輯実取、体力閣釘こ対し努力をされ

る様になった。

6.考察

非侵襲的人工日干吸の利点は、患者とのコミュニケーショ

ンがとれ経口摂取も可能という事である。、再挿管を避け

るためBiPAPVisi∞を行った。しかし、 BiPAPVisi∞の

欠4主である陽田幹及に伴う開審~.苦痛、装着にイ半う不安

明主く、開静雄助力憲章罫見された。

|αJ入室号者の中には、 |αjというI穀業に耐え切れず夜

間接や異常行動に箱り、鋪轄IJの使用のため挿管せざる

をえないケースも少なくない。本定例の場合、精神の安定

を保てた。すなわち、コミュニケーション(筆炎)・経口摂

取など、入品物基本的な欲求を満たす事が、補給悦鋤に

とっては欠カ、せないものである事を再童認させられむ

7.おわりに

今回、 BiPAPVisi∞を使用した患者を通し、非侵襲的

患者の毒重を深める事ができた。今症例は患者の協力を得

られ結局観察できたが、非侵劉守人工日刊及とはいえ機械装

着ということは患者自身にとって、苦痛を免れないもので

ある。以上のことよリも患者の立場に立ち、基本的6知Rを

満たす事を忘れてはならないと患う。




